lA 警告 I まをのために 

ソニー製品は安全に充分配慮して設計されてい 
ます。しかし、電気製品はすべて、まちがった 
使いかたをすると、火災や感電などにより人身 
事故になることがあり危険です。事故を防ぐた 
めに次のことを必ずお守りください。 


安全のためのを意事項を守る 


この r 安全のために」をよくお読みください。 


定期的に点検ずる 


1年に1度は、故障したまま使用していないか、 
などを点検してください。 


故障した5使わない 


動作がおかしくなったり、破損しているのに気 
づいたら、すぐにお買い上げ店またはソニー 
サービス窓口に修理をご依頼ください。 


万一、異常が起さた5 



〇電源を切る 

〇お買い上げ店またはソ ニーヴービス 窓 □ 
に修理を依頼する 


盧危均 


警告表示の意ほ 

取扱説明書および製品では、次のよラな表示 
をしています。表示の内容をよ<理解してか 
ら本文をお読みください。 

この表示のを意事項を守らな 
し化、火災•感電-破裂など 
により死 t や大けがなどの人 
身事故が生じます。 

この表示のを意事項を守らな 
いと、火災•感電などにより 
死 t や大けがなど人身事故の 
原因となります。 


A 警告 


A を思 


この表示のを意事項を守らない 
と、感電やその他の事故により 
けがをしたり周辺の家財に損害 
を与えたりすることがあります。 


ミち意を促す記号 




火災 

感電 

行為を禁止する記号 

0 

(§) ® 

禁止 

接触禁止めれ手禁止 


行為を指示する記号 


〇 

指示 


A 警告 


下記のを意事項を守5ないと 

义災 • 感電にょ〇 


^ A 大けび の原因となりまず。 

火が 感電 


内部にかや異物を入れない 

水や異物が入ると火災や感電の原因となりま 
す。万一、水や異物が入ったとさは、すぐにス 
イッチを切り、お買い上げ店またはソニーサー 
ビス窓口にご相談ください。 


本巧を巧団などでおおつたが態で使わない 

熱がこちってケースが変形したり、火災の原因 
となることがあります。 



A ミ主意 


下記のま意事項を守5ないと 
けが をしたり周辺の家財に 
i 貝%をちえたりずることがあり 


ます。 


はじめか6ボリユームを上げずぎない 

突然大きな音が出て耳をいためることがありま 
す。接続した機器のボ U ユームは徐々に上げま 
しよラ。とくに、 MD 、 CD や DAT など、雑音 
のかないデジタル機器を聞くときにはごま意く 
ださい。 


0 


電池についての 
まを上のご注意 

お漏41•破裂•巧熱•巧义•誤が 

による 大けた S や失明を避けるため、下記 
のを意事項を必ずお守りください。 


本機では政下の電池をお使いいただけます。 
電池の種類については、電池本体上の表示を 
ご確認ください。 

乾電池 

単4形アルカ U 、 単4形マンガン 


区\危険巧電池が液漏れしたとき 

乾電池の液が漏れたときは素手で液をさわ5 
ない 

液が本体内部に残ることがあるため、ソニー 
の相談窓口またはソニーサービス窓口にご相 
談ください。 

液が目に入ったときは、失明の原因になるこ 
とがあるので目をこすらず、すぐに水道水な 
どのされいな水で充分洗い、ただちに医師の 
治療を受けて < ださい。 

液が身体や衣服についたとさち、やけどやけ 
がの原因になるので、すぐにされいな水で洗 
い流し、皮膚に炎症やけがの症状があるとき 
には医師に相談してください。 


A 警告 


• 機器の表示に合わせて+と一を正しく入れ 
る。 

• 充電しない。 

• 火の中に入れない。分解、加熱しない。 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一 
緒に携帯•保管しない。ショートさせない。 

• 液漏れした電池は使わない。 

•使いさった電池は取りはずす。長時間使用し 
ないときも取りはずす。 

•新しい電池と使用した電池、種類の違ラ電池 
を混ぜて使わない。 


[ A え思 I 

• 火のそばや直射日光のあたるところ-炎天下 
の車中など、高温の場所で使用-保管-放置 
しない。 

• 外装のビニールチューブをはがしたり傷つけ 
たじしない。 

• 指定された種類1^(外の電池は使用しない。 


SONY * 
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了クテイ ブス ピーカーシス テム 


取扱説明書 

お買い上げいただをありがとうございまず。 


A 警告 


電気製品はま全のためのを意事項を守5ないと、火災や人身 
事故になることびあります。 


この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なを意事項と製品の取0扱い 
かたを示しています。 この取扱説明書をよくお読みのラえ、 製品を安全にお 
使いください。 

お読みになったあとは、いつでも見5れるところに必ず保管してください。 
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正し<ぉ使いいただ < ために 

取 D 扱い上のごミ主意 

•スピーカーユニット、内蔵アンプ、キャビ 
ネットは精密に調整してあります。分解、 
改造などはしないで < ださい。 
•キャビネットがミちれたとさは、中性洗剤を 
かし含ませた柔らかい巧でふいて<ださ 
し、シンナー、ベンジン、アルコールなど 
は表面の仕上げを傷めますので、使わない 
で < ださい。 

• 次のよラな場所は避けて<ださい。 

一直射日光の当たる所、暖房器具の近く 
など、温度の高い所。 

一窓を閉め切った自動車内(特に夏季)。 
一風呂場など、湿気の多い所。 

一ほこりの多い所、砂地の上。 

一時計、キャッシュカードなどの近く。 
(防磁設計になっていますが、録音済み 
テープや時計、キャッシュカード、フ 
□ッピーディスクなどは、スピーカー 
の前面におづけないでください。） 

• 平らな場所に設置して<ださい。 

•設置条件によっては、倒れたり落下したり 
することがありまず。貴重品などを近くに 
置かないで < ださい。 

•持ち運ぶ際、フ n ッピーディスクやクレ 
ジットカードなど磁気の影響を受ける物 
は、スピーカーシステムの近くに置かない 
で < ださい。 


モニター画面にちむ S が起きた S 

このスピーカーシステムは防磁型 ( JEITA つの 
ため、モニターのそばに置いて使ラことがでさ 
ますが、モニターの種類により色むらが起こる 
場合があります。 

色む6が起きた6 

いったんモニターの電源を切り、15〜30分後 
に再び電源を入れて < ださい。 

それでち色む6び残るときは 

スピーカーをさらにモニターから離して<ださ 
い。 

さ6に 

スピーカーの近くに磁気を発生するちのがない 
よラにごま意ください。スピーカーとの相互作 
用により、色むらを起こす場合があります。 

磁気を発生ずる物 

ラック、置さ台の扉に装着された磁石、健康器 
具、玩具などに使われている磁石など。 

* 電子情報技術産業協会の略称です。 


をな仕様 


スピーカー部 

型式 

フルレンジバスレフ型 
防磁型 ( JEITA *) 

使用スピーカー 

直径34 mm 

インピーダンス 

40 

定格入力 

0.2 W 

最大入力 

アンプ部 

0.6 W 

実効出力 

0.18 W + 0.18 W (全高調 
波歪1日％、1 kHz 、 4が 
( JEITA *) 

音質補正回路 

MEGA BASS 回路 

入力 

ステレオ S ニプラグ付さ入力 
コード（約25 cm ) X1 

入カインピーダンス 

4.7 kn (1 kHz ) 

電源部-その他 

電源 

単4形乾電池2本 

最大外形寸法 

約174 X 46 X 32 mm 
(幅/高さ/奥行さ） 

質量 

約 170 g (乾電池含む） 

付属品 

単4お乾電池に）（お試し用） 
取扱説明書 （1) 

保証書 （1) 

ソニーご相談窓口のご案内 
(1) 


別売りアクセサリー 

プラグアダプター 

PC -234 S (ステレオ標準プラグト■►ステレオ 
ミニジャック）、 PC -236 MS i ： ミニプラグー 
ステレオ S ニジャック） 

接続コード 

RK - G 138 (ステレオ2ウェイプラグト ► ステ 
レオ S ニジャック） 

本機の仕様および外観は、改良のため予告なく 
変更することがありますが、ご了承ください。 


*」EITA (電子情報技術産業協会)規格による測定値で 
す。 

本体の CE マークは EU 加盟国で販売されている 
製品にのみ有効です。 



よ < あるお問い合わせ、窓□受付時間などは 
ホームページを こ〜 巧用ください。 


http://www.sony.co.jp/support 


巧い方巧談巧口 


フリーダイヤル . 

0120 -333-020 

携帯電話 . PHS . —部の IP 電話- 

0466-31-251 1 


フ1」_ダイヤル . 

01吕 0-22 吕 -330 

携帯電話 ’PHS •—部の IP 電話- 

046己-3 1-2 己31 

I ※取巧説明書’リモコン等の厲乂相談はこち5へお問い含むせください 。I 


FAX 供适 ） 01 20-333-3 朗 


左記ま号へ接続後、 

最巧のガイダンスが 
流れている間に 

r 309 j + r#j 

を巧してください。 
直接、担当な□へ 
おつなざしまず。 


ソニー 株式会社干 108-0075 東京都港区港南 1-7-1 














る部のなまえ 

前面 



田 POWER ランプ 
回 POWER スイッチ 

ON : 内蔵アンプを使って聞くと 

さの設定。 

OFF/DIRECT :内蔵アンプを使わずに聞く 
とさの設定。 


準備 

本機か百コードを取日出す 

本機は、まずコードを取り出してか b お使いく 
ださい。 

1スタンドを矢印の方向にスライドさ 
だて開ける。 



2本機を傾けて、プラグを取り出す。 



3 プラグを持ち、コードを取り出す。 



ご：モ吾 

本機は背面にコードび収納されています。電池 
のふたを開けるとさは、電池のふたを開ける前 
に、必ずコードを取り出してください。 


背面 



田]電池ケース 

別売りの単4お乾電池専用です。 

回スタンド 
图コード 


接続 

本機からコードを取り出した6、聞きたい機器 
に接続します。 



‘ウォーク マン-、 " WALKMAN ". 
" WALKMAN " □ゴは、ソニー株式舍社の登録 
商標です。 


巧いかた 

突然大をな音び出て耳を痛めないよラに、接続 
した機器の音量を下げておをます。 

1 POWER スイツチを ON にする。 

POWER ランプび緑色に点‘なします。 



巧電池を入れる 

1背面にある電おのふたを巧印の方向 
にスライドさせて開ける。 

電池のぶたは、はずれます。 



2 別売りのを4おを電おを入れる。 



3 電おのふたを巧じる。 



乾電池の持続時間 （5 mW + 

己 mW 出力時） 

電池の種穎 

持続時間 

ソニー単 4 おアルカ U 乾電池 
LR 03( SG ) 

約 16 時間* 

ソニー単 4 形マンガン乾電池 R 03 

約8時間* 

* 周囲の温度や使用状態により、上記の持続時間と異 
なる場合びあります。 

乾電ミ也の交換時期 



乾電池び消耗してくると、 POWER ランプのち 
らつさが多 < なり、暗 < なってさます。また、 
音がひずんだり、雑音が多 < なったりします。 
その場合は、乾電池を2本とち新しいをのと交 
換してください。 


ちスピーカーか6音が出ないときは 

ラジオなどのモノラルジャックに接続したとき 
は、左スピーカーからしか音が出ないことがあ 
ります。別売りのプラグアダプター PC -236 MS 
を使うと左ちのスピーカーから音が出ます。 

標準タイプのへッドホンジャック（カセット 
デッキなど）に接続ずるには 

別売りのプラグアダプター PC -234 S 、 または 
接続]-ド RK - G 138 をお使いください。 


な 証書と アフターサービス 

巧証書 

• この製品には保証書が添付されていますの 
で、お買い上げの際お買い上げ店でお受け 
取り <ださい。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめ 
のラえ、大切に保存してください。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービス 

調テび悪いときはまずチェックを 

この説明書ををラー度ご覧になってお調べくだ 
さい。 

それでら具合の悪いときは 

お買い上げ店、または添付の r ソニーご相談窓 
口のご案刚にあるお近くのソニーヴービス窓 
口にご相談ください。 


2接続した機器を再生する。 

接続した機器の音量を調節します。 

聞き終わったら、 POWER スイッチを OFF / 
D 旧 ECT にしてください。 

マ'守青 

ウオークマンなどのバスブースト機能は解 
除してください。ひずみの原因になること 
があ0ます。 

内蔵アンプを使わずに聞くとさは 

POWER スイッチを OFF / D 旧 ECT にしてくだ 
さい。 


保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただ 
さます。詳しくは保証書をご覧ください。 
保証期間経過をの修理は 
修理によって機能が維持できる場合は、ご要望 
により有料修理させていたださます。 

部品の保有期間について 
当社ではアクティブスピーカーシステムの補修 
用性能部品(製品の機能を維持するために必要 
な部品)を、製造打ち切り後6年間保ちしていま 
す。この部品保ち期間を修理可能期間とさせて 
いたださます。保有期間が経過したあとを、故 
障箇所によっては修理可能の場をがありますの 
で、ソニーの相談窓口またはお買い上げ店、ソ 
ニーヴービス窓口にご相談ください。 


巧障かな？とおった6 

活巧 

原因 

処置 

音が割れる、または 
ノイズが出る 

入力信号が大きすぎる。 

接続した機器の音量を下げる。 

接続した機器のバスブースト機能 
を使用している。 

バスブースト機能を解除する。 


乾電池が消耗している。 

乾電池を2本とち新しいをのと交換 
する。 


入カコードがしっかり接続されて 
いない。 

入カコードを確実に接続する。 


テレビにおすざる所に設置されて 
し、る。 

テレビから離して設置する。 

音がルさい、または 
音が出ない 

POWER スイッチが OFF / 

DIRECT になつている。 

POWER スイッチを ON にする。 


接続した機器の VOLUME つまみ 
が最小 ( MIN ) に絞られている。 

接続した機器の VOLUME つまみで 
調節する。 


入カコードがしっかり接続されて 
いない。 

入カコードを確実に接続する。 


乾電池が消耗している。 

乾電池を2本とち新しいちのと交換 
する。 








